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４
月
29
日
、
広
島
市
で
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長
会
議
が

行
わ
れ
、
岡
山
、
倉
敷
、
米
子
、

島
根
、
岩
国
、
下
関
、
愛
媛
、
広

島
か
ら
、
11

人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

初
め
に
本
部
の
田
中
理
事
長
か

ら
、
会
議
の
目
的
と
当
面
の
状
勢

及
び
協
会
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

2015 憲法フォークジャンボリーinおかやま 平和の暦 
生まれてから 68年 戦争をせずに 68年 私たちの 平和の暦 

積み重ねて ここまで来た   「平和の暦」（詩 笠木透）より 

 
 ありがとう！尾崎さん。とても素敵なコンサートでした。 

Ｐａｒｔ１は全国各地から参加したフォークシンガーた

ち。１曲だけの出演ですが、それぞれの思いが伝わって

きます。特に今年は笠木透さんが亡くなったこともあっ

て、笠木さんの作詩の想いが、今回ほどさしせまって胸

に響いてくる年はないと感じました。私は初めて聞いた

のですが、ＡＤＳＬの患者でありながら、車いすで歌う渡

辺善行さんには驚きました。歌には力があるのですね。 

Ｐａｒｔ２はプロのフォークシンガーたちです。浪速の唄

う巨人パギやんこと趙博さん。「ヨイトマケの唄」よかった

です。よしだよしこさん大ファンです。「Ｓｈｅ ｓａｉｄ Ｎ

Ｏ！」一度は聴いてみてください、おすすめです。最後

は中川五郎さん、久しぶりに「腰まで泥まみれ」を聴きま

した、五郎さんの言うように、まさに今の日本の現状を表

しているかのようです。まさかピート・シーガーもヴェトナ

ム戦争への抵抗ソングが、日本でこのような抵抗ソングと

して歌われるとは思っていなかったかもしれませんね。 

Ｐａｒｔ３は笠木透の雑花塾のメンバーによる、代表曲

です。大ヒット曲「私に人生といえるものがあるなら」。作

詞がとてもおもしろかった「軟弱もの」、“核兵器を持たな

いと、この国が滅ぶなら、滅びた方がいい”いい歳をした

おじさんたちが歌うのはとても共感できます。           

真田 

岩
国
か
ら
は
、
太
極
拳
が
会
員

ふ
や
し
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
広
島
県
に
近
い
と
こ
ろ
で
開

催
し
た
い
の
で
広
島
の
太
極
拳
の

人
々
に
応
援
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

倉
敷
か
ら
は
、
中
国
問
題
の
文
化

講
演
会
が
５０
人
を
超
え
る
参
加

者
で
成
功
し
た
こ
と
。
今
後
は
、

百
科
検
定
と
セ
ッ
ト
で
実
施
で
き

な
い
か
考
え
た
い
。 

私
は
、
中
国
帰
国
者
支
援
に
少

し
ふ
れ
た
後
、
第
２
回
中
国
検
定

を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
。
現
在
テ

キ
ス
ト
・
問
題
集
い
ず
れ
も
10
冊

売
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
大
学
な

ど
に
働
き
か
け
、
30
人
以
上
の
受

験
者
を
確
保
し
、
仲
間
づ
く
り
に

つ
な
げ
た
い
と
発
言
し
た
。 

な
お
、
こ
の
場
で
、
会
議
資
料

の
天
皇
・
皇
后
・
皇
太
子
の
「
平

和
・
憲
法
」
に
関
す
る
発
言
が
憲

法
99
条
「
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
」

と
の
関
連
で
話
題
に
な
り
ま
し

た
。 日

中
岡
山
支
部 

 

事
務
局
長 

小
林
軍
治 

以下は国家秘密である。これを漏らしたものは、１０年以下の懲役に処される 

アベノことば笑辞典 （解説付き） 

地方創生 

＊霞が関で村や町をつくること 

＊村の発展・強化 対象：原子力村、安保村、刑事司法村 

医療保険制度改革（高齢者負担増加） 

 ＊逆ピラミッド型の人口構成を修正するための長期計画 

沖縄県 

＊昔はヨイショの対象、今はイジメの対象 

と
く
に
、
１
９
７
２
年
の
日
中
国

交
正
常
化
以
降
、
最
悪
と
い
わ
れ

る
日
中
関
係
の
改
善
の
た
め
に

「
理
解
は
絆
を
強
く
す
る
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
国

百
科
検
定
を
成
功
さ
せ
、
仲
間
ふ

や
し
に
つ
な
げ
よ
う
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。 

各
地
の
報
告
で
特
徴
的
な
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。 

日
中
友
好
協
会 

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
長
会
議 

─

中
国
百
科
検
定
を
成
功
さ
せ
よ
う─

 

愛
媛
か
ら
は
、
大
学

の
中
華
ク
ラ
ブ
、
太
極
拳

ク
ラ
ブ
の
学
生
に
、
日
中

の
全
国
大
会
な
ど
へ
参

加
さ
せ
、
会
員
・
準
会
員

に
な
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
る
。
百
科
検
定

は
、
四
国
の
文
化
行
事

と
セ
ッ
ト
で
行
い
た
い
。 

米
子
か
ら
は
、
「
望
郷

の
鐘
」
の
上
映
を
５
０
０

人
の
目
標
で
、
実
行
委

員
会
を
結
成
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
百
科
検
定

で
は
テ
キ
ス
ト
よ
り
問
題

集
の
方
が
若
い
人
に
は

販
売
し
や
す
い
。 

左から塚田常任理事、田中本部理事長 

2354 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

６
月
１１
日
（木
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

深井 

三垣 

 

日
中
友
好
協
会
本
部
で
は
、
安
倍

首
相
の
「
７０
年
談
話
」
発
表
に
あ
た

っ
て
、
次
の
よ
う
な
「
要
請
文
の
は
が

き
を
安
倍
首
相
あ
て
に
送
り
ま
し
ょ

う
。
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

「
戦
後
７
０
年
談
話
」
発
表
に
あ

た
っ
て
の
要
請 

 

安
倍
首
相
が
８
月
に
発
表
す
る
予

定
の
「
戦
後
70
年
談
話
」
を
世
界
が

注
目
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
12

中国百科検定想定問題 
この「想定問題」は、2014年３月21日(金・祝)に実施された「中国百科検定」・３

級(ものしりコース)試験の合格をめざす方のために編集・発行されたものです。 

＜前回の回答＞ 

（民族・宗教） 

Ｑ29＝タジク族 Ｑ30＝満州族 Ｑ31＝モンゴル族 Ｑ32＝高山族  

Ｑ33＝14世 

（世界遺産） 

Ｑ34 明朝初代皇帝の「明孝陵」は何市にある？ p.86 

Ｑ35 殷代の遺跡「殷墟」は何省にある？ p.88 

Ｑ36 チベット自治区ラサにありダライラマの宮殿だったのは？ p.88 

Ｑ37 世界遺産・孔廟(孔子廟)は何省にある？ p.90 

Ｑ38 甘粛省にありシルクロードの要衝に位置する石窟の名前は？ p.92 

Ｑ39 洛陽郊外にある石窟の名前は？ p.92 

Ｑ40 雲南省標高 2400 メートルに位置するナシ族の王都の名前は？ p.94 

 Ｑ41 「北京原人」発見の遺跡は北京市郊外のどこにある？ p.96 

 

資
料
１ 

１
、
日
本
の
三
大
中
華
街
と
は
。 

２
、
現
在
（
２
０
１
３
年
）
の
中
国
の

人
口
は
。 

３
、
中
国
の
少
数
民
族
の
数
は
。 

４
、
婚
姻
法
が
定
め
る
結
婚
年
齢

は
。
男
（ 

）
女
（ 

） 

５
、
中
国
で
も
っ
と
も
有
名
な
日
本

人
俳
優
は
。 

６
、
中
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
で
世
界
何

位
で
す
か
。 

７
、
モ
ン
ゴ
ル
族
が
建
て
た
王
朝
は
。 

８
、
中
国
の
面
積
は
、
日
本
の
約
何

倍
で
す
か
。 

９
春
節
前
の
大
晦
日
に
家
族
で
つ

く
る
行
事
食
は
何
か
。 

１０
、
現
代
中
国
の
問
題
点
を
あ
げ

な
さ
い
。 

資
料
２ 

と
う-

ろ
う
【
蟷
螂
・
螳
螂
】
カ
マ
キ

リ
の
漢
名━

の
斧
、
自
分
の
微
弱

な
力
量
を
顧
み
ず
強
敵
に
反
抗
す

る
は
か
な
い
抵
抗
の
た
と
え 

（
広
辞
苑
よ
り
） 

ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

今
回
は
、
幹
事
よ
り
10

分
間

く
ら
い
授
業
を
し
て
ほ
し
い
と
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。
50
年
ぶ
り
の

授
業
で
す
。
し
か
も
「
あ
ま
り
難

し
い
話
は
ダ
メ
」
と
幹
事
か
ら
言

わ
れ
、
ど
ん
な
内
容
に
し
よ
う
か

と
悩
み
ま
し
た
。 

私
は
、
日
中
友
好
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
「
ク
イ
ズ
形
式

で
中
国
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」
（─

理
解
は
絆
を
強
く
す
る─

）
と
題

し
て
、
次
の
10
問
（
資
料
１
）
を
問

題
集
か
ら
選
び
授
業
し
ま
し
た
。 

 

５
月
16
日
、
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
岡

山
で
県
立
勝
山
高
校
商
業
科
43

年
卒
の
同
窓
会
が
「
第
４
期
生
恩

師
激
励
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
、

53
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

勝
山
高
校
は
、
私
が
１
９
６
５

年
（
昭
和
40
年
）
に
新
任
教
師
と

し
て
赴
任
し
た
学
校
で
す
。
今
回

の
同
窓
会
は
、
当
時
の
１
年
生
で
、

簿
記
と
商
業
一
般
を
担
当
し
ま

し
た
。
１
ク
ラ
ス
55
人
で
３
ク
ラ
ス

あ
り
ま
し
た
。
先
生
と
生
徒
と
い

う
よ
り
兄
貴
か
友
達
気
分
で
、
歌

を
歌
う
な
ど
し
て
よ
く
一
緒
に
遊

月
の
靖
国
神
社
参
拝
、
春
・
秋
季

例
大
祭
時
の
「
真
榊
」
奉
納
な
ど
を

と
お
し
て
、
安
倍
首
相
は
「
歴
史
を

歪
曲
し
て
い
る
」
と
の
批
判
が
中
国

や
韓
国
だ
け
で
な
く
欧
米
諸
国
に

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
首
相
の
「
戦

後
70
年
談
話
」
の
内
容
が
、
日
本

が
侵
略
と
植
民
地
支
配
を
行
な
っ

た
こ
と
を
認
め
て
公
式
に
謝
罪
し

た
１
９
９
５
年
の
「
村
山
談
話
」
と
、

日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
で
軍
の
関

与
と
強
制
性
を
認
め
て
謝
罪
し
た

１
９
９
３
年
の
「
河
野
談
話
」
か
ら
後

退
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

日
本
は
世
界
か
ら
の
信
頼
を
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

村
山
談
話
を
含
む
歴
代
内
閣
の

歴
史
認
識
を
引
き
継
ぐ
姿
勢
を
明

確
に
す
る
た
め
に
、
侵
略
と
植
民

地
支
配
へ
の
反
省
を
明
言
し
、
二
度

と
再
び
戦
争
に
よ
る
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
こ
と
を
世
界
に
誓
う
「
戦

後
70
年
談
話
」
を
発
表
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
要
請
し
ま
す
。 

〒
１
０
０
―
０
０
１
４ 

千
代
田
区
永
田
町
２
丁
目
３
―
１ 

首
相
官
邸 

内
閣
総
理
大
臣 

安 

倍 

晋 

三 

殿 

 
 

同
窓
会
で
授
業 

─
中
国
百
科
検
定
と
中
国
の
故
事─

 

お
酒
の
入
っ
た
場

で
し
た
が
、
生
徒
役

に
な
っ
た
人
が
真
剣

に
考
え
て
く
れ
助
か

り
ま
し
た
。
正
し
く

回
答
で
き
た
の
は
、

①
⑤
⑥
⑨
で
し
た
。 

も
う
一
人
国
語
の

先
生
が
、
中
国
の
故

事
「
蟷
螂
の
斧
」
（
資

料
２
）
を
身
振
り
手

振
り
で
解
説
し
、
笑

い
を
誘
い
大
い
に
う

け
て
い
ま
し
た
。 

会

は
、
近

況

報

告
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
な
ど
で
盛
り
上
が

り
４
時
に
終
わ
り
ま

し
た
。 

小
林
軍
治 

「
戦
後
70
年
談
話
」
発
表
に
あ
た
っ
て
の
要
請 

総
理
大
臣 

安
倍
晋
三
氏
宛
に
は
が
き
を
送
ろ
う 


